
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

ところで、年度当初は特に、生活リズムの徹底に心掛けて指導に当たっています。登園後、上

履きに履き替え、バック・帽子をロッカーにしまい、ノートに出席シールを貼り、園服から遊び

着に着替えるなどなど、一日の生活リズムを身に付けさせます。最初は一人一人に声をかけな

がら、次は黒板に貼られた絵カードを見て確かめながら、そして自分の力でと、少しずつ階段

を上がるように身に付けさせていきます。こうした生活リズムや習慣を身に付けさせることは、

家庭での「躾」と似たようなところがあります。 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

                                

                

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※「英語であそぼう」について、年少組は３学期から行います。 
 

 

1 給食について 

・５月２日（月）より、給食が始まります。 

・長期間、欠食の見込まれる場合は、早めに園へ連絡をしてください。 

・食中毒の心配もありますので、給食の持ち帰りはしていません。もしも、何か持ち帰りましたら、

すみやかに処理してください。 

・『献立表』を毎月配布します。いろいろな素材が使われていることがわかります。野菜が嫌われがち

ですが、食わず嫌いなこともあります。家庭でも工夫して、いろいろな味を経験させ味覚を育てる

ようにしていきましょう。 

・食物アレルギーについては、すでに手紙を配布してあります。ご確認をよろしくお願いします。 

２ 手指の消毒について 

   幼稚園では、『花王：ビオレ U 手指の消毒液』を使用しています。体質的に合わない、炎症を起

こすなどの症状が考えられる場合には、連絡をください。 

３ 幼稚園の通用口について（※感染拡大の状況によって、南京錠をかけています！） 
通用口は、子供たちの安全の為、外側から鍵がかかるようになっています。ご面倒ですが、来園

の際には、出入りの度に、必ず外側の鍵をかけるようお願いします。感染拡大の状況により、人と

の接触を最低限とするために、通用門に南京錠をかけている場合があります。インターフォンで要

件をお聞きし、職員が通用口まで伺います。また、お迎えの際など、通用口を出ましたら、お子さ

んとしっかり手をつないで、事故等ないように注意してください。 
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皆野町立皆野幼稚園 

 

鈴木園長先生のお話コーナー① 

『躾』 

 

園だより 

皆野幼稚園のホームページでは、幼稚園の子供たちの様子をお伝えしています！ 

日々の幼稚園の様子はメニューの【アルバム】、誕生会の様子はメニューの【お誕生日】を 

クリックすると、見ることができます。ぜひ、アクセスしてください♪  

         皆野幼稚園  で検索！または、右のQRコードを読み取ると、アクセスできます。 

「しつけ」とは、元来裁縫用語で、本縫いする前に生地をくせ付けするために弱い糸で縫

うことです。「躾」や「習慣・きまり」を徹底させようとするあまり、大声という強い糸で、

子供の個性をキチキチに縫い付けることだけは避けなければなりません。しつけ糸のよう

に、やさしくゆるやかに、根気強く身に付けさせたいものです。 

５月行事予定 

お願いとお知らせ 

 

４歳になります 

 

２名 

５歳になります 

 

２名 

６歳になります 

 

１名 

入園式翌日、年少児にとって母親の手を離れてのバス登園初日、それはそれは寂しくて

心細くて涙をこらえることができません。そんな泣きじゃくる子をのぞき込みながら、

「今度、僕の家に遊びに来てもいいから泣かないで。」と、２年前の自分と重ね合わせな

がら、精一杯のなぐさめの言葉をかける年長児の姿がありました。感動の一言です。 

あれから数週間、活気溢れるさわやかな季節の中、入園・進級した子供たちは皆、徐々

に園生活に慣れ親しんできています。 


